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田
　

等
　

観
チ
ベ
ッ
ト
学
の
最
先
端

イ

ン

ド

へ

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
、
現
在
で
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
観
光
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
昔
は
近
づ
く
こ
と
す
ら
困

難
な
秘
境
で
あ
っ
た
。
そ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
山
を
越
え
て
チ
ベ
ッ
ト
に
入
り
、
チ
ベ
ッ
ト
学
の
世
界
的
権
威
と
な
っ
た



多
田
等
観
が
、
秋
田
市
土
崎
中
央
三
丁
目
（
旧
旭
町
琴
平
）
に
あ
る
弘
誓
山
西
船
寺
で
生
ま
れ
た
の
は
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
七
月
一
日
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
三
年
に
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
多
田
は
、
官
立
高
等
学
校
に
入
る
つ
も
り
で
京
都
に
出
、
ア
ル
バ
イ
ト
先

を
探
し
て
い
た
。
多
田
の
兄
弟
は
六
男
二
女
で
、
兄
弟
全
部
が
上
の
学
校
に
通
え
る
ほ
ど
の
経
済
的
な
余
裕
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

す
で
に
、
多
田
の
す
ぐ
下
の
弟
が
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
生
家
の
本
山
で
あ
る
西
本
願
寺
に
入
り
、
大

谷
光
瑞
師
の
も
と
で
一
種
の
英
才
教
育
を
受
け
て
い
た
。

多
田
が
、
従
者
二
人
を
連
れ
て
来
日
中
の
ツ
ア
ワ
・
テ
ィ
ト
ウ
ー
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
僧
侶
に
日
本
語
を
教
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
弟
の
存
在
が
仲
介
者
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

チ
ベ
ッ
ト
の
英
主
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
の
使
者
と
し
て
来
日
し
た
こ
の
主
従
三
人
は
、
表
向
き
は
蒙
古
人
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
分
の
チ
ベ
ッ
ト
の
国
際
的
地
位
が
き
わ
め
て
微
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
は
、
名
目
上
、
清
国
の
被
保
護
国
で
半
独
立
の
状
態
に
あ
っ
た
が
、
清
朝
も
末
期
に
近
づ
き
、
そ
の
支
配

力
に
も
ゆ
る
み
が
来
た
こ
ろ
、
イ
ン
ド
を
征
服
し
て
日
の
出
の
勢
い
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
チ
ベ

ッ
ト
に
も
手
を
延
ば
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
当
時
の
一
般
情
勢
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
多
田
は
、
大
谷
法
主
が
チ
ベ
ッ
ト
の
主
従
三
人
の
た
め
に
神
戸
に
建
て
た
一
軒
家
に
同
居
し
な
が
ら
、
彼
ら

に
日
本
語
を
教
え
、
そ
の
代
わ
り
の
よ
う
に
彼
ら
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
語
を
学
ぶ
。
日
本
語
の
テ
ニ
ヲ
ハ
の
よ
う
な
も
の
を

用
い
る
チ
ベ
ッ
ト
語
は
、
文
法
の
構
造
が
日
本
語
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
単
語
さ
え
覚
え
れ
ば
ど
ん
ど
ん
理
解
が
進



ん
だ
と
多
田
は
回
想
し
て
い
る
。

一
年
経
っ
て
こ
の
三
人
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
多
田
は
イ
ン
ド
ま
で
送
っ
て
い
く
こ
と
を
大
谷
法
主
か

ら
命
じ
ら
れ
、
不
本
意
な
が
ら
も
そ
の
指
示
に
従
う
。
明
治
四
十
五
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

三
月
、
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
多
田
は
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
付
近
の
カ
リ
ン
ポ
ン
に
逗
留
中
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
ト
ウ
プ
テ

ン
・
ギ
ャ
ム
ツ
オ
に
拝
謁
す
る
が
、
そ
の
と
き
チ
ベ
ッ
ト
入
り
を
勧
め
ら
れ
、
ト
ウ
プ
テ
ン
・
ギ
ャ
ル
ワ
ア
ン
と
い
う

法
号
も
受
け
る
。

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
名
前
の
一
部
を
賜
る
と
い
う
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
ま
っ
た
く
破
格
の
光
栄
で
、
多
田
も
い
た

く
感
激
す
る
が
、
こ
の
と
き
は
入
蔵
の
決
心
が
つ
か
ず
、
ひ
と
ま
ず
日
本
に
帰
っ
た
。

チ

ベ

ッ

ト

へ

し
か
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
、
大
谷
光
瑞
師
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
に
行
っ
て
一
層
勉
強
せ
よ
と
の
指
示
を

受
け
、
多
田
は
最
終
的
に
入
蔵
の
決
意
を
固
め
た
の
で
あ
っ
た
。

入
蔵
を
決
意
し
た
と
い
っ
て
も
、
政
治
的
な
情
勢
が
原
因
で
、
実
際
に
チ
ベ
ッ
ト
に
入
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。

大
正
二
年
八
月
二
十
五
日
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
発
っ
た
多
田
は
、
一
旦
カ
ル
カ
ッ
タ
に
引
き
返
し
て
帰
国
の
ポ
ー
ズ
を

と
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
政
庁
を
あ
ざ
む
く
。



多田等観の生家であり東海林太郎の菩提寺でもある西船寺

最
初
は
ネ
パ
ー
ル
人
、
次
い
で
チ
ベ
ッ
ト
僧
に
変
装
し

た
多
田
は
、
ブ
ー
タ
ン
側
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
険
路
に
挑

み
、
標
高
が
六
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
チ
ョ
モ
リ
ハ
ル
峠

を
越
え
て
つ
い
に
入
蔵
に
成
功
、
九
月
三
十
日
に
首
都
ラ

サ
に
到
着
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
語
で
「
神
の
土
地
」
を
意
味

す
る
聖
地
ラ
サ
は
、
富
士
山
頂
と
ほ
ぼ
お
な
じ
標
高
の
と

こ
ろ
に
位
置
す
る
高
原
都
市
で
あ
る
。

ラ
サ
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
に
再
会
し
た
多
田
は
、
ダ

ラ
イ
ラ
マ
の
は
か
ら
い
で
、
デ
ー
プ
ン
、
ガ
ン
デ
ン
と
並

ん
で
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
三
大
寺
院
に
数
え
ら
れ
る
セ
ラ
寺

院
に
落
ち
着
く
。

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
宮
殿
で
あ
る
壮
麗
な
ポ
タ
ラ
宮
に
三
大

寺
院
の
中
で
は
も
っ
と
も
近
い
セ
ラ
寺
は
、
境
内
が
ニ
キ

ロ
四
方
に
も
及
ぶ
大
寺
院
で
、
そ
こ
で
は
五
千
五
百
人
の

僧
侶
が
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。

そ
れ
ま
で
チ
ベ
ッ
ト
は
、
外
国
人
が
僧
に
な
る
こ
と
を

固
く
禁
じ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
以
来
、
同
じ
仏
教
国
た



る
日
本
人
学
問
僧
の
た
め
に
こ
の
禁
令
を
解
く
。
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
そ
の
布
告
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
多
田
の
た
め
に
特

別
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

セ
ラ
寺
に
は
、
か
つ
て
多
田
が
日
本
語
を
教
え
た
ツ
ア
ワ
・
テ
ィ
ト
ウ
ー
が
お
り
、
多
田
は
日
本
の
仏
教
徒
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
最
初
か
ら
す
で
に
得
度
し
た
者
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
た
。

多
田
が
ラ
サ
に
あ
っ
た
の
は
大
正
二
年
九
月
か
ら
の
約
十
年
間
だ
が
、
こ
の
間
の
多
田
の
勉
強
は
、
ま
ず
仏
教
の
論

理
学
と
も
言
わ
れ
る
因
明
部
と
い
う
も
の
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
次
に
般
若
概
論
な
ど
の
仏
教
哲
学
に
移
り
、
さ

ら
に
精
進
を
重
ね
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
中
枢
と
言
わ
れ
る
中
道
部
の
研
究
に
進
み
、
チ
ベ
ッ
ト
滞
在
の
終
盤
に
近
い

時
期
に
は
戒
律
の
研
究
に
も
従
事
し
た
と
い
う
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
は
、
二
十
歳
に
な
る
と
戒
律
を
守
る
こ
と
を
誓
う
儀
式
を
行
っ
て
比
丘
（
僧
）
と
な
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
セ
ラ
寺
で
は
、
中
道
部
の
研
究
を
終
え
て
律
部
に
入
る
前
に
そ
れ
を
す
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

多
田
は
、
大
正
八
年
、
二
十
八
歳
の
と
き
に
、
ノ
ン
ブ
リ
ン
カ
離
宮
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
そ
の
人
を
親
教
師
教
授
師

に
仰
い
で
こ
の
儀
式
を
受
け
、
正
式
に
比
丘
に
な
る
と
と
も
に
、
ラ
マ
教
の
最
高
学
位
で
あ
る
ゲ
シ
ェ
ー
の
称
号
も
許

さ
れ
て
い
る
。

ラ
マ
教
の
戒
律
の
う
ち
、
食
事
の
戒
律
は
き
わ
め
て
厳
重
で
、
昼
食
以
後
は
固
形
物
を
食
べ
ず
、
夕
食
と
い
う
も
の

を
と
ら
な
い
建
前
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
僧
房
か
ら
夕
食
の
煙
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
卜
ロ
火
に
か
け
て
お

い
た
現
地
特
産
の
バ
タ
ー
茶
を
飲
す
る
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
う
し
た
厳
し
い
戒
律
の
な
か
で
勉
学
に
励
む
か
た
わ
ら
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
多
田
は
し
ば
し
ば
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十



三
世
の
も
と
に
伺
候
し
、
非
公
式
の
政
治
顧
問
の
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
た
。
多
田
に
対
す
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
信
頼
は

な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

多
田
は
、
英
明
な
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
の
功
績
の
な
か
で
も
特
に
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ラ
サ
版
の
大

蔵
経
を
刊
行
し
た
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
事
業
に
関
し
て
も
多
田
は
積
極
的
な
協
力
を
惜
し
ん
で
い
な

い
。ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
国
王
で
あ
る
か
ら
、
国
費
を
使
っ
て
も
よ
い
の
に
、
国
費
に
は
い
っ
さ
い
手
を
つ
け
ず
、
大
蔵
経
刊

行
に
関
し
て
は
す
べ
て
私
費
を
こ
れ
に
充
て
た
。

残
念
な
が
ら
刊
行
前
に
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
は
入
滅
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
遺
言
に
よ
っ
て
、
帰
国
後
の
多
田
に
大

蔵
経
一
部
が
贈
ら
れ
た
。
四
万
八
千
余
葉
、
全
百
帙
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。

十

年

後

の

帰

国

多
田
が
イ
ン
ド
を
経
由
し
て
帰
国
し
た
の
は
大
正
十
二
年
三
月
だ
が
、
ニ
ヵ
月
後
の
五
月
に
は
大
輸
送
部
隊
が
大
量

の
経
典
や
書
籍
を
神
戸
に
陸
揚
げ
し
た
。

そ
の
数
実
に
二
万
四
千
二
百
七
十
九
部
と
い
う
多
大
の
経
巻
や
図
書
類
で
、
古
来
の
い
か
な
る
研
究
者
の
持
ち
帰
っ

た
も
の
よ
り
も
多
く
、
最
重
要
の
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
は
、
従
来
の
も
の
が
古
い
ナ
ル
タ
ン
版
で
あ
る
の
に
、
多
田
の
持

ち
帰
っ
た
の
は
デ
ル
ゲ
版
と
呼
ば
れ
る
そ
れ
で
、
当
時
の
学
者
た
ち
に
と
っ
て
垂
涎
の
的
で
あ
っ
た
。



そ
の
他
、
十
七
種
類
の
高
僧
全
集
な
ど
数
多
く
の
稀
覯
本
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
貴
重
な
書
籍
は
、
現
在
、
東

京
大
学
、
京
都
大
学
、
東
北
大
学
、
竜
谷
大
学
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
等
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

帰
国
後
の
多
田
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
の
嘱
託
と
し
て
膨
大
な
文
献
の
整
理
に
あ
た
る
が
、
大
正
十
四
年
八
月

か
ら
は
東
北
帝
国
大
学
の
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
講
義
の
か
た
わ
ら
『
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
デ
ル
ゲ
版
総
目
録
』
の
編

纂
に
当
た
っ
て
、
翌
九
年
八
月
に
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
れ
は
世
界
最
初
の
も
の
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
、
多
田
は
大
蔵
経
以
外
の
文
献
の
目
録
編
纂
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
た
完
成
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入

し
た
た
め
、
刊
行
で
き
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
六
三
）
五
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
『
西
蔵
選
述

仏
典
目
録
』
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
目
録
は
、
世
界
の
チ
ベ
ッ
ト
学
者
に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
学
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

こ
う
し
た
多
田
の
業
績
に
対
し
て
、
昭
和
三
十
年
五
月
に
日
本
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

昭
和
十
七
年
三
月
に
東
北
大
学
を
退
き
、
四
月
か
ら
東
京
大
学
と
慶
応
大
学
で
講
師
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
学
、
仏
教
学

を
講
義
し
て
い
た
多
田
は
、
昭
和
二
十
五
年
、
米
国
の
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
の
招
き
に
応
じ
て
渡
米
。
こ
の
研
究
所
の

あ
る
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
三
年
間
、
研
究
と
指
導
に
従
事
す
る
。

二
十
八
年
に
帰
国
す
る
が
、
三
十
一
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
援
助
に
よ
り
、
東
京
文
京
区
の
東
洋
文
庫
内
に

チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
る
と
そ
の
主
任
研
究
員
に
就
任
し
た
。

以
後
、
東
洋
文
庫
の
近
く
に
間
借
り
し
な
が
ら
無
欲
の
学
究
生
活
を
つ
づ
け
、
多
く
の
新
し
い
チ
ベ
ッ
ト
学
者
を
導

い
て
い
っ
た
。



多
田
が
示
寂
し
た
の
は
昭
和
四
十
二
年
二
月
十
八
日
、
七
十
六
歳
の
と
き
だ
が
、
そ
の
前
の
年
に
勲
三
等
旭
日
中

綬
章
を
受
け
て
い
る
。
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